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未固結土を対象とする様々な現場透水試験法の適用事例

基礎地盤コンサルタンツ株式会社 ○加藤 歌那子, 五十嵐 央,音 勇一

1. はじめに

地盤の透水性を把握するため，実務では様々な手法に

よる透水試験が実施されている.未固結土を対象とする

試験では，ケーシングを用いる試験が多用されているが，

その適用範囲には限界があり，実施する上での留意点も

数多く存在する．

本稿では，筆者らがこれまでに経験した様々な土質を

対象とする現場透水試験を通じて，実施上の注意点や工

夫点等を整理して報告する．

2. 代表的な単孔式現場透水試験方法

ボーリング孔を利用して行う現場透水試験方法は，注

入または汲み上げた水位の経時変化から透水係数を算出

する非定常法と注入圧力～注入量の関係から透水係数を

算出する定常法に分けられる．浅層地盤を対象とするオ

ーガー法以外はケーシング法に分類される(図-1参照).

非定常法では，ロープ式水位計で水位を測定するのが

一般的であるが，高透水性地盤では測定中の水位変化に

追い付かないことから，試験区間長を調整する等して対

応する場合が多い．

図-1 単孔式現場透水試験の種類1)

表-1は，室内における試験方法と透水性の関係を整理し

たものである．ケーシング法で測定できるのは,表中の変

水位～定水位透水試験の適用範囲と考えられ，透水性の

高い砂・礫や難透水層では，試験区間長の調整に加えて，

自記水位計を用いる等の工夫が必要である．

表-1 透水性と試験方法との適用性2)

3. 現場透水試験実施上の注意点と工夫

(1)透水性が高い砂・礫地盤

透水性の高い砂・礫地盤では，ベーラーで孔内水を汲

み上げてからロープ式水位計が水面に到達するまでに水

位回復することが多い．このような場合には，ポンプ等

で強制的に水位を低下させ，自記水位計により水位を連

続測定するような対応が考えられるが，試験区間のボイ

リングや孔壁崩壊に注意する必要がある．

図-2 自記水位計によ高透水性地盤の測定例(回復法)

また図-3に示すように，層流状態では流速と動水勾配が

比例関係で表され

るのに対し，乱流で

は流れの状態が不

規則になる．このた

め，層流を前提とす

る現場透水試験で

は，流れの状態変化

にも注意する必要

がある． 図-3 動水勾配と流速の関係3)
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(2)難透水層

難透水層では，水の出入りが少ないため，長時間の測

定を要する場合が多い．このような場合にも自記水位計

を用いた作業時間外の測定が有効と考えられるが，後述

する「湧水圧試験」による試験時間の短縮も期待できる．

図-4 自記水位計による難透水層の測定例(注入法)

4. その他の現場透水試験法

(1)地下水面より上の地盤を対象とする試験

地下水面より上の地盤を対象とする試験法として，

従来より，締め固めた地盤を対象とする試験法(JGS131

6)が存在していたが，現場飽和透水係数を求める試験

法(JGS1319)が2018年に基準

化された．この手法は,従来

法と同様にマリオットサイ

フォンを用いる定水位法の

一種であるが，大容量給水タ

ンクを装備することにより，

高透水性地盤にも適用可能

である.また，パッカーで試

験区間を遮断できるため，孔

中測定にも対応可能である．

図-5 地下水面より上の地盤の透水試験例4)

しかしながら，図-

6に示すように，地

下水面より上の地

盤では，注水が不

十分な状態で得ら

れる透水係数が著

しく小さくなるこ

とに留意する必要

がある．

図-6 不飽和土の浸透特性値の概念図5)

(2)湧水圧試験

この手法は,パッカーで密閉された試験区間を加圧し，

バルブを解放したときの圧力変化から透水係数を把握す

るものである．試験終了後にバルブを再び閉じることに

より試験区間内の圧力が高まり，安定した状態での圧力

から安定水位を把握する．水の出入りが少ない難透水地

盤では，このような試験での時間短縮が期待できると考

えられる．

図-7 湧水圧試験のイメージ図

図-8 湧水圧試験の測定例

5. おわりに

本稿では，筆者らが経験した様々な現場透水試験法と

それらを実施する上での注意点・留意点等を整理した．

地盤の透水係数を把握する上では，試験対象の土質や

その状態に合わせて，最適な試験法を選択するだけでな

く，各種試験法の注意点や留意点を踏まえて，適切な結

果が得られるよう努めることが重要と考えられる．
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